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の参考銘柄

●イーライ・リリー（LLY：NYSE $ 599.93）

米国製薬大手。将来の大型新薬候補が充実。ひとつは２型糖尿病治療薬（ＧＬＰ－１作動薬）「マン
ジャロ」の肥満症への適応拡大、もう一つがアルツハイマー型認知症の治験薬「ドナネマブ（FDAに使用
承認申請ずみ、年内に可否判断か）」

●アッヴィ（ABBV：NYSE $ 142.16）

バイオ製薬大手。2013年にアボットラボラトリーからスピンオフ。免疫疾患、血液がん、精神・神経疾
患が重点領域。自己免疫疾患の新薬『リンヴォック』乾癬治療薬『スキリージ』等を合わせるとピーク
時の売上は抗リウマチ薬『ヒュミラ』を上回る可能性あり。新興企業を相次ぎ買収し、美容分野等を補
完。第3相試験中の新薬が多い。連続増配。

●オン・セミコンダクター（ON：NASDAQ $ 66.80）

パワー半導体大手。電源の制御・供給を行うパワー半導体が売上高の全体の約50%。自動車・通信・コン
ピューター・消費財・産業用機器・医療機器・航空宇宙・防衛等幅広い業界で同社の製品が利用される。

＜参考銘柄＞
ウォルト・ディズニー（DIS：NYSE $ 84.59）マイクロソフト（MSFT：NASDAQ $ 360.53）
テスラ（TSLA：NASDAQ $ 222.18）エヌビディア（NVDA：NASDAQ $ 459.55）

●ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＬＥＣＴＲＩＣ（6525：プライム 100株 2,518円 約25万円）

半導体製造の前工程における成膜プロセスに特化した装置メーカー。微細加工の技術が高く、主要顧客
に韓国サムスン、台湾セミコンダクター、米マイクロン・テクノロジーなど。

●ヤマハ発動機（7272：プライム 100株 3,864円 約39万円）

楽器のヤマハ発祥。２輪で世界２位（2022年）。マリン部門の利益率高く産業ロボットも強化。２輪は
供給改善でインドネシアなど新興国向けが回復し増販。船外機は大型向け堅調。想定より円安に加え、
原価や物流費などコスト高一服し営業益上振れ。24年12月期は2輪が新興国向け好調続く。

●セブン＆アイ・ホールディングス（3382：プライム 100株 5,620円 約57万円）

24.2期上期業績は、米国でのガソリン市況の影響が残った海外コンビニエンスストア(ＣＶＳ)事業で会
社計画を下回ったものの国内ＣＶＳ事業がけん引し、営業利益は過去最高更新。好調な国内ＣＶＳ事業
や円安影響により、通期の営業増益を予想。

＜参考銘柄＞
パナソニック（6752：プライム 1,395.5円 約14万円）マクセル（6810：プライム 1,630円 約16万円）
ＮＥＣ（6701：プライム 7,287円 約73万円）小松製作所 （6301：プライム 3,599円 約36万円）

●インド株式ファンド（カレラアセットマネジメント）
主としてインドあるいはその他の金融商品取引所等に上場しているインドの企業の株式、預託

証券等に投資し、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。

●日本好配当リバランスオープン
運用にあたっては、日経500種平均株価採用銘柄を予想配当利回りの高い順にランキングし、上

位の70銘柄程度を投資対象とします。

※ 交付目論見書の表紙を同封します。投資にあたっては必ず目論見書をご覧ください。

※ 目論見書等は、本店または黒部支店にて入手できます。担当の営業員にお申し付けください。

日本株

アメリカ株

投資信託

投資信託の買付時の手数料は、
約定代金の３．３％（税込み）です。

2023年11月7日終値

2023年11月7日通常取引終値
国内店頭取引の場合、日本
円で約30万円程度から
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※ 目論見書は、本店又は黒部支店にて入手できます。担当の営業員にお申し付けください。

投資にあたってのご留意事項
手数料等について

■国内株式

国内株式の売買には、約定代金に対して最大1.265%（消費税込）の委託手数料が必要となります。

委託手数料が2,750円に満たない場合は2,750円（消費税込）

■外国株式

現地委託取引の際の国内取次手数料（消費税込）

約定代金が2.5万円以下の場合・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

約定代金が2.5万円以上の場合・ ・ ・ ・  ・ ・ ・ ・ ・

現地諸費用：外国取引にかかる現地諸費用（SEC Fee 等）の額は、その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定されますので、

本書上でその金額等をあらかじめ記載することはできません。

「外国証券取引口座」を開設されていない場合は、口座開設が必要となります。

国内店頭取引の場合

当社の定める価格(現地終値の概ね2.5%上下の価格)・為替(午前と午後に基準為替を決定し、その0.5円上下)でのお取引となります。

◎

※

◎

◎

◎

◎

■投資信託

投資信託の場合は、各銘柄ごとに設定された販売手数料および信託報酬等諸経費をご負担いただきます。手数料の料率・額

は銘柄によって異なりますので、ここに具体的に記載することはできません。各銘柄の目論見書等をご覧ください。

◎

主なリスクについて

株価変動リスク◎

政治・経済、社会情勢等の変化により、株式相場等が変動し損失を被るおそれがあります。

信用リスク◎

有価証券等の発行者の信用・財務状況などの変化等により、価格等が下落したり、投資元本を回収できなくなったりするこ

とで、損失を被るおそれがあります。

流動性リスク◎

流動性の悪化または流通市場の混乱により、損失を被るおそれがあります。

為替変動リスク◎

外国為替相場の変動等により、受取金額が増減し損失を被るおそれがあります。

投資信託のリスクは、各銘柄により異なります。各銘柄の交付目論見書等をご覧ください。

当社が取扱う金融商品は、上記リスク等により損失が生じるおそれがあります。商品ごとに手数料等およびリスクは異なりますので、

当該商品の契約締結前交付書面、目論見書、お客様向け資料等をお読みください。

※

このリーフレットは、お客様の投資判断の参考となる情報を提供することを目的としたものです。銘柄の選択・投資に関する最終判断は、お客様

ご自身の判断でお願いします。また、本リーフレットは、信頼できると思われる情報に基づき作成したものですが、その正確性・完全性を保証する

ものではありません。 このリーフレットの内容は、リーフレット作成時における当社の見通しであり、今後予告なく随時変更することがあります。

掲載した銘柄について、我が国の金融商品取引法による企業内容開示が行われていない場合や当社で買い持ち及び売り持ちしている
場合、当社の役職員が投資している場合があります。
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約定代金の１１％

約定代金の１．２％×１．１（最低2,750円）

※
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